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《
報
告
》

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

《
承
認
》

○
専
決
処
分
の
承
認

・
五
木
村
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
五
木
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

《
条
例
の
廃
止
》

○
児
童
福
祉
法
第
56
条
に
基
づ
く
保
育
の

実
施
に
伴
う
費
用
の
徴
収
に
関
す
る
条

例
の
廃
止
条
例

《
財
産
の
取
得
》

○
財
産
の
取
得

１
．
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車（
２
台
）

《
財
産
の
取
得
》

○
財
産
の
取
得

１
．
自
主
放
送
自
動
送
出
シ
ス
テ
ム
機
器

購
入

２
．
取
得
金
額　
９
，
３
４
２
，
０
０
０
円

３
．
契
約
の
相
手
方　

　
　
　

三
友
株
式
会
社　

大
分
営
業
所

　

所
長　

小
野　

武
鑑

《
補
正
予
算
》

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

４
，
６
９
３
千
円
を
追
加

　

主
な
も
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
施
設
工

事　

２
，
０
０
０
千
円

６
月
定
例
会

　
こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

球
磨
川
水
系
防
災
・
減
災
ソ
フ
ト
対
策
事
業
に
よ
り

五
木
村
は
避
難
誘
導
案
内
板
の
設
置

　

平
成
27
年
第
２
回
五
木
議
会
定
例
会
が
平
成
27
年
６
月
11
日
か
ら
12
日
ま

で
の
２
日
間
開
催
。「
諮
問
案
件
１
件
」「
条
例
の
一
部
改
正
案
件
２
件
」「
27

年
度
補
正
予
算
案
件
７
件
」「
議
員
提
案
案
件
１
件
」
の
合
計
11
件
は
、
審
議

の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
村
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

▼
▼ 

臨
時
会
（
５
月
20
日
） 

▲
▲
▲
▲
▲
▲

▼
▼ 
臨
時
会
（
７
月
22
日
） 

▲
▲
▲
▲
▲
▲

《
諮
問
》

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

住
所　

五
木
村
甲
２
９
９
７
番
地
５
８

　

氏
名　

吉
松
ひ
と
み
氏
（
再
任
）

《
条
例
の
一
部
改
正
》

○
五
木
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
施
行
令
及
び
介
護
保
険
法

の
国
庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
に
伴
う

改
正

・
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
の
減
額
賦

《
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
》

○
総
務
管
理
費

　

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

３
０
０
千
円

○
消
防
費

　

避
難
誘
導
案
内
板
設
置
工
事

４
，
５
０
０
千
円

課
に
係
わ
る
保
険
料
率
（
３
２
，
４
０

０
円
）
を
２
９
，
１
６
０
円
と
す
る

○
五
木
村
伝
統
文
化
伝
承
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

伝
統
文
化
伝
承
館
の
所
管
課
を
変
更
す

る
条
例

・
ふ
る
さ
と
振
興
課
か
ら
教
育
委
員
会
へ

《
議
員
提
案
》

○
五
木
村
議
会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

・
会
議
時
間
及
び
動
機
に
関
す
る
賛
成
者

並
び
に
異
議
者
の
人
数
を
改
め
る

６
月
定
例
会
補
正
予
算

会
計
別

補
正
前
額

補
正
額

予
算
現
額

一

般

会

計

39
億
２
，５
１
８
万
1
千
円

３
，５
８
０
万
1
千
円

39
億
６
，０
９
８
万
2
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

1
億
９
，１
５
６
万
6
千
円

５
２
２
万
3
千
円

1
億
９
，６
７
８
万
9
千
円

ダ
ム
対
策
事
業
特
別
会
計

２
，２
１
６
万
6
千
円

２
１
３
万
3
千
円

２
，４
２
９
万
9
千
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

４
，６
０
９
万
8
千
円

△
１
７
５
万
6
千
円

４
，４
３
４
万
2
千
円

介
護
保
険
特
別
会
計

2
億
３
６
７
万
4
千
円

１
７
４
万
6
千
円

2
億
５
４
２
万
円

代
替
地
上
下
水
道
事
業
特
別
会
計

１
，２
５
９
万
6
千
円

35
万
1
千
円

１
，２
７
４
万
7
千
円

情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

４
，０
０
９
万
3
千
円

50
万
円

４
，０
５
９
万
3
千
円

○
教
育
費

　

人
吉
球
磨
日
本
遺
産
活
用
協
議
会
負
担

　

金　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
千
円

○
災
害
復
旧
費

　

作
業
道
三
方
谷
線
災
害
復
旧
工
事

１
８
，
０
０
０
千
円

２
．
取
得
金
額　
１
２
，
５
２
４
，
７
６
０
円

３
．
契
約
の
相
手
方　

三
輝
物
産
㈱
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田　山 議員

田
山
議
員　

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン

プ
の
現
状
と
今
後
の
経
済
効
果

は
期
待
で
き
る
の
か
。

藤
山
ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

３

月
の
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
月
ま
で

７
７
２
人
の
方
が
バ
ン
ジ
ー
に

挑
戦
さ
れ
て
い
る
。

和
田
村
長　

小
八
重
橋
に
開
設

す
る
こ
と
で
見
学
者
も
増
え
食

事
や
お
土
産
、
温
泉
入
浴
等
の

集
客
に
期
待
し
て
い
る
。

質
問　

水
没
予
定
地
の
暫
定
利

活
用
は
雇
用
対
策
な
ど
の
施
策

を
盛
り
込
ん
で
。
も
う
少
し
煮

詰
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

村
長　

段
階
的
に
つ
く
る
た
め

今
そ
の
全
体
像
の
中
で
ど
れ
か

ら
着
手
す
る
べ
き
か
検
討
中
で

あ
る
。

質
問　

猿
害
に
強
い
樹
木
な
ど

を
育
て
て
は
ど
う
か
。

村
長　

十
分
可
能
だ
と
思
う
。

質
問　

五
木
村
の
住
民
一
人
当

た
り
の
借
金
が
、
県
内
ト
ッ
プ

に
な
っ
て
い
る
が
ど
う
思
う
か
。

村
長　

割
る
分
母
の
人
口
が
少

な
い
の
で
、
一
人
当
た
り
の
額

と
な
れ
ば
大
き
い
が
、
起
債
残

高
は
自
治
体
単
位
で
見
る
と

び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
額
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
分
母
と
分
子
の
関
係
も
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

国
道
沿
い
の
バ
ス
停
に

木
蔭
と
長
椅
子
等
を
設
置
で
き

な
い
か
。

村
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と

の
関
係
も
あ
る
の
で
調
査
を
し
、

ど
こ
ら
辺
に
必
要
な
の
か
判
断

し
た
い
。

バンジージャンプの
　　　　現状と経済効果は

和田村長　今後期待している

一般　　質問

小八重橋にてのグランドオープン（7月4日）

いつきちゃんのジャンプ（銀杏橋にて）
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山　本 議員

一般　　質問

平
成
27
年
度
の
政
策
は

和
田
村
長　

誠
心
誠
意
進
め
て
い
く

山
本
議
員　

和
田
村
政
の
平
成

27
年
度
施
政
方
針
は
①
振
興
計

画
を
確
実
に
実
施
し
、
振
興
発

展
に
つ
な
げ
る
。
②
水
没
予
定

地
を
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
、

利
用
促
進
す
る
。
③
官
民
一
体

と
な
っ
て
所
得
向
上
を
図
る
。

④
さ
ら
な
る
村
の
活
性
化
を
図

る
。
⑤
地
方
創
生
事
業
を
有
効

に
活
用
す
る
。
⑥
暮
ら
し
を
豊

に
す
る
助
成
金
の
推
進
。
⑦
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
。
⑧

道
路
、
砂
防
整
備
の
強
化
。
以

上
８
項
目
で
あ
る
が
目
標
達
成

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

和
田
村
長　

本
村
で
は
基
本
構

想
、
振
興
計
画
、
ふ
る
さ
と
五
木

村
づ
く
り
計
画
、
過
疎
振
興
計
画

が
あ
り
、
一
つ
一
つ
確
実
に
実
施

し
て
い
き
、
終
局
の
目
的
は
基
本

構
想
で
、
定
住
人
口
や
３
世
代
世

帯
を
増
や
す
計
画
を
つ
く
り
、
着

実
に
実
施
し
、
財
源
等
の
問
題
も

あ
る
が
誠
心
誠
意
、
進
め
て
い
き

た
い
。

教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
改
正
さ
れ
た
教

育
委
員
会
制
度
に
伴
い
、
教
育

行
政
の
責
任
者
と
し
て
の
教
育

長
の
所
信
を
伺
い
た
い
。

深
水
教
育
長　

ふ
る
さ
と
五
木

村
づ
く
り
計
画
が
策
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
目
指
す
姿
で
あ
る

誇
れ
る
五
木
村
づ
く
り
計
画
に

基
づ
い
て
教
育
振
興
計
画
を
進

め
、
新
制
度
に
よ
っ
て
、
教
育

の
大
綱
を
定
め
、
総
合
教
育
会

議
を
開
き
、
振
興
基
本
計
画
を

大
綱
と
し
て
実
現
し
て
い
き
、

こ
れ
に
基
づ
き
、
教
育
を
進
め

て
い
き
た
い
。

八原の砂防ダム

長野県研修資料より
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も
う
少
し
イ
ン
パ
ク
ト
が
足
り

な
い
の
で
は
な
い
か
。
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
的
な
も
の
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

そ
の
必

要
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
み
る
。

村
長　

過
去
に
そ
う
言
っ
た
話

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
れ
を
ど
こ
に
、
ど
う
設
置
す
る

か
。
高
さ
は
２
ｍ
、
３
ｍ
で
は
な

く
、５
ｍ
、10
ｍ
だ
と
言
っ
た
様
々

な
意
見
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
本
村
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

樅　木 議員

樅
木
議
員　

27
年
度
の
施
策
の

中
身
に
つ
い
て
、
継
続
事
業
が

殆
ど
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
が
、
今
年
限
り
で
完
了
す

る
事
業
と
継
続
が
必
要
な
事
業

と
が
あ
る
と
思
う
が
国
、
県
が

準
備
し
た
基
金
も
平
成
30
年
度

ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後

の
継
続
事
業
に
対
す
る
財
源
に

つ
い
て
は
、
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
。

和
田
村
長　

振
興
計
画
に
基
づ

い
た
も
の
が
多
く
、
今
年
が
一
番

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
単
年
で
完
了
す
る

事
業
と
し
て
は
村
道
葛
の
八
重
線

が
一
つ
あ
り
、
こ
れ
は
社
会
整
備

交
付
金
事
業
で
行
っ
て
い
る
。
今

年
度
で
終
了
す
る
予
定
だ
。
残
り

の
事
業
に
お
い
て
は
、
起
債
を
含

め
て
一
応
の
手
当
て
は
済
ん
で
い

る
。

質
問　

最
重
要
施
策
の
中
に
も

あ
る
が
、
雇
用
の
場
の
創
出
と

い
う
の
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
思
う
が
、
村
民
の
所
得
向
上

に
直
結
出
来
る
も
の
は
有
る
の

か
。
ま
た
、
水
没
予
定
地
内
に

計
画
さ
れ
て
い
る
事
業
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
村
民
に
は
、
ど

の
様
な
恩
恵
が
得
ら
れ
る
の
か
。

村
長　

本
村
の
自
主
財
源
、
い

わ
ゆ
る
税
収
が
２
億
円
を
切
っ

て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
や
そ
の

他
預
貯
金
の
総
計
が
20
億
円
程
あ

る
。
こ
れ
を
ど
う
維
持
す
る
か
と

い
う
の
も
大
事
だ
が
、
そ
れ
を
投

資
に
回
し
て
ど
う
村
民
所
得
に
つ

な
げ
る
か
と
い
う
の
も
大
事
だ
。

基
金
の
創
設
や
林
業
の
村
と
し
て

の
中
間
土
場
を
整
備
す
る
事
に
よ

り
、
山
元
へ
の
還
元
な
ど
も
考
え

ら
れ
る
。

村
長
３
期
目
の
挑
戦
は

質
問　

今
年
度
の
予
算
編
成
は

骨
格
予
算
で
は
な
く
、
本
予
算
の

平成27年度重要施策、中身は
和田村長　振興計画に基づいたもので多岐にわたる

よ
う
だ
が
、
次
期
村
長
選
へ
の
意

気
込
み
と
捉
え
て
い
い
の
か
。

村
長　

認
め
て
い
た
だ
い
た
予

算
の
中
で
ど
う
振
興
を
図
ろ
う

か
と
い
う
の
を
今
、
一
生
懸
命

に
や
っ
て
い
る
。
意
欲
が
あ
る

か
無
い
か
と
い
う
事
で
あ
れ
ば
、

意
欲
は
十
分
に
あ
る
。

本
村
観
光
の
目
玉
は

質
問　

新
し
く
着
任
さ
れ
た
ふ

る
さ
と
振
興
課
長
か
ら
見
た
本

村
の
観
光
の
目
玉
に
成
り
得
る

も
の
は
何
だ
と
思
う
か
。

藤
山
ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

山

や
川
な
ど
の
自

然
も
そ
う
で
あ

る
が
、バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
ン
プ
や
計

画
さ
れ
て
い
る

交
流
施
設
も
期

待
が
も
た
れ
る

も
の
と
思
う
。

質
問　

本
村
は

子
守
唄
の
里
の

イ
メ
ー
ジ
で

振
興
を
図
っ
て

き
た
経
緯
が
あ

り
、
今
も
そ
う

だ
と
思
う
が
、

基本構想と基本計画

一般　　質問
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平成27年度　　　　　　
　　川辺川ダム砂防事務所　
　　　　事業説明会開催される　

室内での説明会

九折瀬砂防堰堤（H27.3 完成）

九折瀬第2砂防堰堤（H27.3 完成）

宮園砂防堰堤 完成イメージ

工事用道路の護岸補修と排水対策工事
（明神岩トンネル下付近）（H27.3 完成）

宮園砂防堰堤施工予定箇所
（中央宮園の大イチョウの奥）

　平成27年6月3日及び18日に国土交通省による平成27年度事業説明会が開催されました。
　当日は、大雨の中でしたが、九折瀬地区砂防事業等、現地視察も行いました。



五木村議会だより　№ 1 1 37

6 2日 県町村議長会臨時総会（議長） 3日 国交省川辺川ダム砂防事務所事業説明会
  6月定例全員協議会
 4日 6月定例郡議長会議（議長）
  議会運営委員会
 10日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 11日 平成27年第2回五木村議会定例会（～12日）
 18日 国交省砂防事業（九折瀬・宮園）現場視察
  全員協議会
 23日 例月監査（岡本監査委員）～24日
 28日 松田三郎氏熊本県議会議長就任祝賀会

7 1日 錦町合併60周年・町制施行50周年記念式典（岡本副議長）  県道五木湯前線・幸野染田線期成会総会
  （岡本副議長・岡本経済委員長）
 4日 五木バンジーグランドオープン式典
 7日 川辺川ダム建設促進協議会定期総会（議長）
  国道445号期成会等合同定期総会（議長）
 8日 広報委員会
 9日 川辺川砂防促進期成会（議長）
  7月定例郡議長会議（議長）
 10日 7月定例全員協議会
 13日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 14日 全国森林環境税創設促進議員連盟定期総会及び
  産業行政視察（議長）～17日

 15日 経済常任委員会
 16日 広報委員会
 21日 例月監査（岡本監査委員）～22日
 22日 第4回五木村議会臨時会
  全員協議会
  広報委員会
 23日 県町村監査委員協議会臨時総会及び研修会（岡本監査委員）
 26日 嶽本一幸氏叙勲受賞祝賀会
 27日 広報委員会
 28日 県後期高齢者医療連合議会臨時会（議長）
 29日 一般県道小鶴原女木線改良貫通促進期成会（議長）
  人吉球磨広域行政組合議会特別委員会（田山・山本議員）
 31日 経済常任委員会

8 2日 議会報告会（平瀬地区） 3日 一般県道五木湯前線・幸野染田線改良貫通促進期成会
  要望会（議長・岡本経済委員長）
 4日 県議長会正副議長研修会（議長・岡本副議長）
 5日 8月定例全員協議会
 10日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 11日 8月定例郡議長会議（議長）
 18日 下球磨町村議会議長連絡協議会総会（議長・岡本副議長）
 19日 郡町村監査委員研修会（岡本監査委員）
 20日 例月監査（岡本監査委員）～21日
 25日 県町村議会常任委員長・議運委員長研修会（議長・各委員長）

●議会の動き（6月～8月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　

　

今
年
４
月
に
役
場
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
「
吉
松

法ほ
う
せ
い政
さ
ん
」
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Ｑ
１
．
内
谷
の
出
身
で
現
在
、
実
家
に
お
住
ま
い
と
の

こ
と
で
す
が
、
学
生
時
代
は
ど
こ
に
お
住
ま
い
で
し

た
か
。

　
　

高
校
時
代
は
人
吉
市
で
寮
生
活
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
大
学
で
は
、
埼
玉
県
と
東
京
都
に
住
ん
で
お
り

ま
し
た
。

Ｑ
２
．
五
木
村
で
の
生
活
で
、「
良
か
っ
た
こ
と
」
と

「
困
っ
た
こ
と
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

良
か
っ
た
こ
と
は
、
学
生
時
代
か
ら
五
木
村
に
帰

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
村
に
戻
れ
た

こ
と
で
す
。
大
自
然
の
中
で
生
活
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
毎
日
癒い

や

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
役
場
に
採
用
し
て
頂
き
、
村
に
貢
献
で

き
る
仕
事
に
就
く
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で
大
変
う
れ

し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
現
在
実
家
に
住
ん
で
お
り
、

何
不
自
由
な
く
生
活
で
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
困
っ

た
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
３
．
建
設
課
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

な
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
か
。

　
　

村
内
の
道
路
の
草
払
業
務
委
託
や
、
水
道
施
設
の

定
期
点
検
・
村
道
維
持
修
繕
工
事
な
ど
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
少
し
ず
つ

五
木
村
全
体
の
地
理
や
現
状
な
ど
を
勉
強
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
４
．
今
の
業
務
で
「
良
か
っ
た
こ
と
」
と
「
困
っ
た

こ
と
」
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

良
か
っ
た
こ
と
は
、
村
民
の
皆
様
と
の
接
点
が

出
来
た
こ
と
で
す
。
実
家
が
西
地
区
で
す
の
で
、
役

場
で
勤
務
す
る
以
前
は
、
ほ
と
ん
ど
西
地
区
以
外
の

方
々
と
の
関
わ
り
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
業

務
を
行
う
中
で
、
色
々
な
地
域
の
方
々
と
の
関
わ
り

合
い
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
困
っ
た
こ
と
は
、

初
め
て
行
う
業
務
ば
か
り
で
す
の
で
、
１
つ
ず
つ
覚

え
る
こ
と
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
５
．
五
木
村
の
将
来
像
と
、
あ
な
た
の
将
来
像
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　

現
在
、
五
木
村
は
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
村
の
振
興
の
た
め

に
住
民
の
方
々
や
役
場
の
先
輩
方
が
対
策
・
努
力
さ

れ
て
い
る
の
を
日
々
肌
で
感
じ
て
お
り
ま
す
。
五
木

村
民
と
し
て
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
私
も

日
々
努
力
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
・
人
口
増

加
対
策
と
し
て
子
供
を
沢
山
作
り
、
五
木
村
に
住
み

続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

少
子
化
・
人
口
増
加
対
策
と
し

て
、
子
供
を
た
く
さ
ん
作
り
、

五
木
村
に
住
み
続
け
た
い
。

吉松法政さん（25歳）
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本
村
に
お
い
て
第
二
の
集

落
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
こ
こ

で
あ
る
。
前
回
、
前
々
回
と

で
紹
介
し
た
地
域
か
ら
な

る
。
平
成
22
年
に
閉
校
し
た

五
木
北
小
学
校
を
中
心
と
し

た
北
校
区
、
或
い
は
宮
園
阿

蘇
神
社
（
別
名
、
沓
掛
阿
蘇

神
社
）
を
中
心
と
し
た
集
落

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

平
成
の
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、

北
小
学
校
に
２
つ
の
分
校
、

五
木
第
二
中
学
校
も
あ
っ
た

が
そ
れ
ぞ
れ
統
合
な
ど
で
閉

校
。
そ
の
後
、
廃
校
と
な
っ

て
い
る
が
、
北
校
区
振
興
に

お
い
て
、
旧
小
学
校
施
設
の

有
効
活
用
を
と
い
う
こ
と

で
、
現
在
は
福
祉
施
設
が
入

っ
て
い
る
。

　

集
落
の
中
心
を
川
辺
川
の

流
れ
に
沿
う
よ
う
に
国
道
４

４
５
号
が
走
り
国
道
沿
い
に

は
、
理
髪
店
、
ス
ー
パ
ー
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
建
設

関
連
の
業
者
や
林
業
関
係
の

事
業
者
、
電
気
店
な
ど
が
並

ん
で
い
る
。
一
昔
前
の
賑
わ

い
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
そ

れ
な
り
の
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
る
。こ
の
地
に
お
い
て
は
、

珍
し
い
地
名
が
あ
り
、
ヒ
グ

チ
、
ハ
ヤ
ン
ゴ
、
ス
エ
ゴ
、

コ
ヤ
シ
、
セ
ト
、
ウ
エ
ン
キ
、

シ
タ
ン
キ
、ア
ッ
チ
ョ
ブ
ラ
、

コ
ッ
チ
ブ
ラ
、
イ
ワ
シ
タ
、

ブ
ダ
ノ
。
ま
る
で
暗
号
の
よ

う
で
あ
る
。
穂
揚
枝
地
区
に

は
薬
師
堂
が
祀ま
つ

っ
て
あ
り
松

尾
野
地
区
の
方
々
と
７
月
頃

に
願
掛
け
を
、
10
月
初
め
の

休
日
に
願
解
き
を
さ
れ
る
そ

う
だ
。
宮
園
地
区
に
は
神
社

境
内
の
前
に
釈
迦
堂
が
あ

る
。
特
別
な
祭
り
は
な
い
そ

う
だ
が
、
集
落
の
人
達
で
清

掃
な
ど
を
し
て
お
ら
れ
る
そ

う
だ
。
ま
た
、
堂
の
前
の
広

場
に
は
樹
齢
約
５
０
０
年
と

も
い
わ
れ
る
立
派
な
イ
チ
ョ

ウ
の
巨
木
が
そ
び
え
て
い

る
。
横
手
地
区
の
山
伝
い
に

は
、「
長
者
の
久
保
」
と
呼

ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
と

て
も
開
け
た
場
所
が
あ
る
。

水
害
前
に
は
集
落
も
あ
っ
た

が
そ
の
後
、
田
畑
の
み
の
景

色
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

　

次
回
は
、
白
水
、
竹
ノ

川
、
三
浦
、
入
鴨
、
梶
原
、

下
梶
原
で
す
。

６月議会定例会
一般質問
国交省砂防ダム事業説明会
村人インタビュー

五
木
村
議
会
だ
よ
り
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村人インタビュー
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長
い
梅
雨
が
よ
う
や
く

明
け
、
い
よ
い
よ
夏
到
来
。

　

今
年
の
梅
雨
は
雨
が
降

り
続
き
、
肌
寒
く
、
か
と

思
う
と
合
間
の
暑
さ
に
熱

中
症
で
搬
送
さ
れ
る
人
が

相
次
い
だ
。

　

九
州
よ
り
も
北
海
道
が

暑
く
な
っ
た
り
、
台
風
も

数
個
同
時
に
並
ん
で
み
た
り
、
進
路

か
ら
離
れ
た
地
域
で
甚
大
な
被
害
が

起
き
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
知
識
や
経
験
で
は
測

れ
な
く
な
っ
て
き
た
気
象
の
変
化

に
、
心
配
で
落
ち
着
か
な
い
日
々
を

送
ら
れ
た
村
民
の
方
々
も
多
か
っ
た

こ
と
と
思
う
。

　

さ
て
、
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
が
７

月
４
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と

な
っ
た
。
高
い
橋
か
ら
清
流
め
が
け

て
ジ
ャ
ン
プ
。
命
綱
は
あ
る
が
、
恐

怖
の
中
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
飛
ぶ

の
だ
ろ
う
。
高
所
が
苦
手
な
私
に
は

と
て
も
真
似
で
き
な
い
が
、思
い
き
っ

て
飛
ん
だ
後
に
は
楽
し
さ
や
達
成
感
、

人
生
観
ま
で
変
わ
る
よ
う
な
変
化
が

待
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

五
木
村
も
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
の

ご
と
く
飛
躍
す
る
日
を
願
う
。

　

Ｔ
・
Ｎ

次
回
の
定
例
会
は
９
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＝＝穂揚枝・松尾野・宮園・横手地
区穂揚枝・松尾野・宮園・横手地区
＝＝

た か らた か ら

あさがお
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